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東
地
区
の
歴
史
と
地
名 

 

梅
雨
真
っ
最
中
の
六
月
十
五
日
（
日
）
、
東
中
体
育
館
で
東

地
区
女
子
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。 

 

コ
ロ
ナ
流
行
前
は
、
硬
い
ボ
ー
ル
（
普
通
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
以
降
、
軟
ら
か
い

ボ
ー
ル
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
な
っ
た
。
軟
ら
か

い
ボ
ー
ル
の
良
さ
は
、
各
チ
ー
ム
の
選
手
に
聞
く
と
、
手
が
痛

く
な
ら
な
い
。
腕
に
あ
ざ
が
で
き
な
い
。
突
き
指
を
し
な
い
。

練
習
日
を
多
く
設
け
な
く
て
も
、
経
験
の
な
い
人
で
も
参
加

可
能
で
あ
る
な
ど
の
話
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル

で
は
、
確
実
に
思
っ
た
通
り
の
パ
ス
が
で
き
な
い
、
と
ん
で
も

な
い
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
い
く
、
ア
タ
ッ
ク
を
し
よ
う
と
し
て

も
ジ
ャ
ン
プ
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
等
、
様
々
な
感

想
が
聞
か
れ
た
。
し
か
し
、
予
想
も
で
き
な
い
こ
と
が
起
き
る

の
で
こ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
か
な
と
も
話
し
て
い
た
。 

 

大
会
要
項
に
よ
る
と
、
選
手
は
、
中
学
生
以
上
参
加
可
能
で

学
生
は
、
１
チ
ー
ム
２
名
と
い
う
こ
と
だ
。
各
チ
ー
ム
に
も
年

齢
層
が
幅
広
く
色
々
な
年
齢
の
方
が
参
加
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。 

 

ま
た
、
普
通
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
東
地
区
に
は
あ

り
、
各
学
校
の
体
育
館
で
活
動
し
て
い
る
。
年
齢
に
応
じ
た

チ
ー
ム
も
編
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
大
会
も
あ
る
と

の
こ
と
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
様
だ
。 

 

驚
い
た
こ
と
に
、
チ
ー
ム
の
中
に
小
川
市
長
が
参
加
さ
れ

て
い
た
。
お
話
を
伺
う
と
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

中
学
の
３
年
間
、
部
活
動
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
と
い

う
。
さ
て
、
活
躍
ぶ
り
は
、
さ
す
が
昔
取
っ
た
杵
づ
か
？
サ
ー

ブ
も
レ
シ
ー
ブ
も
見
事
。
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
溶
け
込
み
、

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
笑
顔
だ
っ
た
。 

 
体
育
館
は
、
暑
さ
対
策
が
さ
れ
て
い
た
。
各
所
の
チ
ー
ム
の

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
冷
た
い
飲
み
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
補

給
の
食
べ
物
等
も
用
意
し
て
い
る
様
だ
。
試
合
の
合
間
に
は
、

大
型
の
う
ち
わ
が
大
活
躍
し
て
い
た
。 

 

大
会
の
要
項
ど
お
り
『
親
睦
と
交
流
』
が
な
さ
れ
て
い
た
。 

 

各
チ
ー
ム
の
選
手
、
そ
の
時
々
に
集
ま
り
、
一
つ
の
球
に
思

い
を
か
け
、
力
を
合
わ
せ
る
姿
は
、
楽
し
い
と
い
う
言
葉
が

ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
一
日
中
、
会
場
は
歓
声
と
笑
い
声
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
上
位
チ
ー
ム
が
西
部
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
で
き
る
。 

  

結 

果 

 

優 

勝 

東
箱
田
後
家
町 

 

準
優
勝 

上
新
田
町 

 

第
三
位 

西
箱
田
町 

 

第
四
位 

前
箱
田
町 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

館
報
編
集
委
員 

木
村 

恭
子 

東
地
区
女
子
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

取
材
記 

開 会 式 表 彰 式 

～
公
民
館
だ
よ
り
611
号
の
続
き
～ 

古
市
（
ふ
る
い
ち
）
・
そ
の
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

古
市
村
の
字
名
（
江
戸
期
か
ら
の
地
名
）
・
県
立
文
書
館
所
蔵
・
明
治
六
年
の
地
籍

図
よ
り 

吉
池
（
よ
し
い
け
） 

 

宇
佐
美
街
道
（
行
幸
道
）
の
周
辺
に
、
吉
池
や
長
池
な
ど
数
ケ
所
に
池
が
あ
り
ま 

し
た
。
葦
の
穂
が
出
て
い
な
い
も
の
を
葭
と
い
い
、
葦
の
茂
る
池
か
ら
命
名
さ
れ
た
も 

の
で
す
。
明
治
一
一
年
八
月
に
、
明
治
天
皇
行
幸
後
、
新
道
と
改
名
し
て
消
滅
。
現
地 

の
範
囲
は
、
宇
佐
美
街
道
の
東
、
南
部
大
橋
線
の
北
で
、
水
資
源
開
発
公
団
北
西
部
。 

古
市
村
の
小
字
名
・
前
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
・
明
治
一
六
年
上
野
国
郡
村
誌
よ
り 

宅
地
添
（
た
く
ち
そ
い
） 

 

村
の
中
央
の
宅
地
で
、
地
租
改
正
時
に
、
屋
鋪
を
改
名
し
た
も
の
。
昭
和
五
七
年
新 

前
橋
町
と
古
市
町
一
丁
目
に
、
編
入
し
て
消
滅
。
現
地
の
範
囲
は
、
古
市
町
一
丁
目
の 

古
市
町
公
園
の
周
辺
。 

樋
越
（
ひ
こ
し
） 

 

地
租
改
正
時
に
、
村
北
の
一
部
を
分
割
し
て
誕
生
し
た
も
の
。
滝
川
を
越
え
て
農
業

用
水
の
樋
が
あ
っ
た
地
。
昭
和
五
七
年
一
部
を
新
前
橋
町
に
編
入
。
現
地
の
範
囲
は
、

滝
川
の
西
で
、
前
橋
群
馬
高
崎
線
（
旧
安
中
線
）
の
南
北
付
近
。 

飯
玉
（
い
い
た
ま
） 

 

地
租
改
正
時
に
、
村
北
の
一
部
を
分
割
し
て
、
飯
玉
神
社
の
所
在
地
か
ら
命
名
さ
れ

た
も
の
。
昭
和
四
九
年
石
倉
町
一
丁
目
と
昭
和
五
七
年
新
前
橋
町
に
変
更
し
て
消
滅
。

現
地
の
範
囲
は
、
滝
川
の
東
で
、
両
毛
線
の
北
側
は
石
倉
町
一
丁
目
の
南
西
部
と
、
南

側
は
新
前
橋
町
北
部
ま
で
。 

新
道
（
し
ん
み
ち
） 

 

県
庁
南
か
ら
、
宇
佐
美
橋
を
渡
り
、
石
倉
・
古
市
を
抜
け
て
和
尚
塚
の
側
を
通
り
、 

江
田
・
日
高
よ
り
高
崎
へ
通
ず
る
行
幸
道
・
別
名
宇
佐
美
街
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま 

す
。
旧
国
道
一
七
号
線
の
前
身
の
道
で
す
。
こ
の
道
の
周
辺
の
地
で
、
明
治
天
皇
行
幸 

は
明
治
一
一
年
八
月
で
、
そ
の
後
の
地
名
変
更
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
地
の
範
囲
は
、 

宇
佐
美
街
道
の
東
、
南
部
大
橋
線
の
北
で
、
水
資
源
開
発
公
団
北
西
部
ま
で
。 

松
場
（
ま
つ
ば
） 

 

地
租
改
正
時
に
、
村
北
の
一
部
を
分
割
し
て
誕
生
し
た
も
の
。
的
場
（
マ
ト
バ
）
の

転
訛
し
た
も
の
で
、
破
魔
矢
を
射
っ
た
所
、
村
境
の
魔
除
け
場
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昭

和
五
七
年
一
部
を
新
前
橋
町
に
編
入
。
現
地
の
範
囲
は
、
社
会
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
線
路
を
越
え
て
北
へ
、
元
総
社
町
の
境
界
の
鈴
蘭
幼
稚
園
付
近
ま
で
。 

堀
添
（
ほ
り
そ
え
） 

 

地
租
改
正
時
に
、
村
西
の
一
部
を
分
割
し
て
誕
生
し
た
も
の
。
古
市
堰
が
新
前
橋
駅

の
北
を
通
り
、
線
路
と
旧
国
道
を
横
切
る
、
そ
の
堀
に
沿
っ
た
地
。
昭
和
五
七
年
に
字

の
一
部
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
範
囲
は
、
理
研
鍛
造
工
場
の
南
東
部
と
フ
ォ
レ

ス
ト
モ
ー
ル
新
前
橋
の
北
西
部
付
近
。 

芦
田
（
あ
し
だ
） 

 

昭
和
五
七
年
元
総
社
町
字
芦
田
の
一
部

を
古
市
町
に
変
更
さ
れ
た
が
、
字
は
廃
止

し
て
い
ま
す
。
現
地
の
範
囲
は
狸
塚
の
近

接
の
小
面
積
地
。 

   
 
 
 

館
報
編
集
委
員 

小
池 

照
一 

前箱田町 

上新田町 

西箱田町 

東箱田後家町 


